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インターネットのニュースサイトに、「オ
ックスフォード大学が認定 あと10年で「消
える職業」「なくなる仕事」702業種を徹底
調査」という見出しがあったので覗いてみた
が、当然のことながら「教員」が出ているか
を確かめてしまったわけだ。幸か不幸か（笑）
教員は登場していなかったが、どんな仕事が
「あと10年で「消える職業」「なくなる仕事」」
として認定されていると思う？ では、引用
してみよう。

＊
「コンピューターの技術革新がすさまじい勢

いで進む中で、これまで人間にしかできないと
思われていた仕事がロボットなどの機械に代わ

られようとしています。たとえば、『Google C
ar』に代表されるような無人で走る自動運転車

は、これから世界中に行き渡ります。そうなれ
ば、タクシーやトラックの運転手は仕事を失う
のです。

これはほんの一例で、機械によって代わられ
る人間の仕事は非常に多岐にわたります。私は、

米国労働省のデータに基づいて、702の職種が
今後どれだけコンピューター技術によって自動
化されるかを分析しました。その結果、今後10

~20年程度で、米国の総雇用者の約47%の仕事
が自動化されるリスクが高いという結論に至っ

たのです」
人間が行う仕事の約半分が機械に奪われる—

そんな衝撃的な予測をするのは、英オックスフ

ォード大学でAI(人工知能)などの研究を行う
マイケル・A・オズボーン准教授である。

そのオズボーン氏が、同大学のカール・ベネ
ディクト・フライ研究員とともに著した『雇用
の未来—コンピューター化によって仕事は失わ

れるのか』という論文が、いま世界中で話題と

なっている。

同論文の凄味は、702の職種すべてについて、

コンピューターに取って代わられる確率を仔細

に試算したことにある。言うなれば、これから

「消える職業」「なくなる仕事」を示したに等し

く、これが産業界に衝撃を与えているわけだ。

左に載せたのは、

そうした「消える、

なくなる」可能性の

高い主な仕事であ

る。いずれもコンピ

ューターに代わられ

る確率は90%以上と

いう驚くべき数字が

弾きだされている。

「具体的には、コ

ンピューター化の障

壁となりうる9つの

仕事特性を抽出して

—たとえば、手先の

器用さ、芸術的な能

力、交渉力、説得力

など—、702の職種

を評価したのです。」

＊
科学技術の進歩

は恐ろしいスピー
ドで進んでいるとい
うことだ。これが
どんな人間の「欲
望」と結びつくの
だろうか？


